
参考資料１

内閣府

施策 施策の内容
平成30年度

予算額
（百万円）

平成31年度
予算額（案）
（百万円）

１．家庭における食育の
推進

－ －

２．学校、保育所等にお
ける食育の推進

－ －

３．地域における食育の
推進 － －

４．食育推進運動の展
開 － －

５．生産者と消費者との
交流の促進、環境と調
和のとれた農林漁業の
活性化等

－ －

６．食文化の継承のた
めの活動への支援等 － －

７．食品の安全性、栄養
その他の食生活に関す
る調査、研究、情報の提
供及び国際交流の推進

リスクコミュニケーションの実施
意見交換会の開催や季刊誌の発行等を行い、食

品安全委員会が行うリスク評価に関する科学的情報
について、分かりやすく解説し国民一般に対して提
供を行う。

29 29

平成31(2019)年度食育関連予算（案）
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消費者庁

施策 施策の内容
平成30年度

予算額
（百万円）

平成31年度
予算額（案）
（百万円）

１．家庭における食育の
推進

２．学校、保育所等にお
ける食育の推進

３．地域における食育の
推進

４．食育推進運動の展
開

５．生産者と消費者との
交流の促進、環境と調
和のとれた農林漁業の
活性化等

食品ロス削減に係る取組
　関係省庁と連携して「食品ロス削減国民運動」を展
開するとともに、食品ロスの削減に向けて、消費者
がその認識を高め、消費行動の改善を促すような普
及啓発を実施する。

6 4

６．食文化の継承のた
めの活動への支援等

７．食品の安全性、栄養
その他の食生活に関す
る調査、研究、情報の提
供及び国際交流の推進

食品に係るリスクコミュニケーションの実施
　食品の安全に関して、消費者が正確な情報を入手
し理解を深め、自らの判断で適切な消費行動を行え
るよう、意見交換会等のリスクコミュニケーションを推
進していく。

36の内数 35の内数

※その他、地方消費者行政強化交付金の強化事業において、食品ロス削減の取組に係るメニューが用意され
ている（平成３１年度予算額：2,200百万円の内数）。

2



[, 消費者への普及啓発 ］ 
( ）

もし、食べでれなかった
場合は、他の料題に作り
苔えるなど｀献立や糞理
万法を工夫し攣しょう．
詳しくはQRコードへ

料llレシピサイト

「クックバッド」内の
rm直，，のキッ，，ン（公式；ペー長�J

|虹“叩にも躙暉的蕊lこよっ噂丘る食品C]ス呪減Iこ年11/Jき出してい訂·
暉者碑紐遠邸］逼誠に向けてコをお願いします. I 

：屯喪登尼

「必要な量だけ購入」して
「食べきる」ことが削減のポイントです。

事前に冷●●内などをチェック
メモ書でや舅需 ・スマ点蝙した量；·が填賣9

●蝙は便う分だけ
聾う•嚢ぺ氾“濯入し訊ょュ

手罰に陳Jされている倉品をチョイス
攣別慰予定に繋らして漏冨しましょう

曇遺な保存場所に
復存万渕こ貸つて最竃な蠅所に信

[] ーリングストック
鼻鳳勁鳳漬紐剛こ．迅漬贔む手r.に

• I\ヽつか食べるn量品は食品ロス予

まとめて下処

曹偉潤や-にも董濾

食材を上手に貪べきる
宣剛的に冷黛庫や収納庫電董環する日を決める
信『彎月・日はあるものでお好み庫ざ亨一l

もし、食べきれなかった場合は4釦滋這に作り讐えるなど、
鼠や慶護万怯誓工夫しましょう．孵しく�コー ドへ

クックバッド濱●●庁のキッチン（公式ベージ） 塵

� 

ご軍庭からの食品ロスを1t量し｀記縁するだけでも気付さが得られます．
まずは一遍胤記鰻してみましょう．記縁議式がダウン0ードできます．

“虐昌叩屠糾サカ('kり'J'J-ri糧闘m書いV.I"はう）

＾消費者庁
9鴫""'
3



4



○ 地方公共団体や消費者団体から寄せられた「食材を無駄にしないレシピ」を発信
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リスク評価 リスク管理・機能的に分担
・相互に情報交換食べても安全かどうか

調べて、決める
食べても安全なように

ルールを決めて、監視する

食品安全委員会 厚生労働省、農林水産省
消費者庁、環境省等

関係省庁及び地方公共団体等との
連絡調整、企画・運営等

消費者庁

リスク評価やリスク管理の全過程において、リスク評価者、リスク管理者、消費者、
事業者、研究者、その他の関係者の間で、相互に情報の共有や意見の交換を行うこと。

食品安全に関するリスクコミュニケーション
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２ このうち、食品中の放射性物質に関しては、風評被害の防止を目的とした「消費者理解増進
チーム」の取組の一環として、取組みを強化している。

食品安全基本法第２１条第１項に基づく基本的事項に定義される、「リスクコミュニケーションの事務の調整」という
観点から、消費者庁では、以下のテーマ等に関するリスクコミュニケーションを実施しています。

※ 「消費者理解増進チーム」
森大臣（消費者及び食品安全担当）が大臣就任時に安倍総理から受けた総理指示に基づき、平成２５年１月から庁内に、
審議官をチームリーダとする「消費者理解増進チーム」が設置されている。

（構成員：審議官、消費者政策課長、消費者安全課長、消費者教育・地方協力課長ほか）

１ 放射性物質／健康食品 ／食品安全全般 等

消費者庁が行うリスクコミュニケーション

主なテーマ 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
30年度

12月末時点
テーマ別合計

食品中の放射
性物質 45 175 99 99 100 100 108 105 831

牛海綿状脳症
（BSE） － 2 2 － － 2 － 6

健康食品 3 － 3 2 2 2 5 8 25

輸入食品 － 3 － － － 1 － 4
農薬 － － － 1 2 － － 3
食中毒 － － － － 4 － － 4
食品安全全般
等 － － － － 3 4 22 23 52

年度別合計 48 180 104 102 111 109 135 136 925
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消費者庁が参加した既存イベントでのリスコミ例

主催：（一社）日本能率協会
概要：参加企業・団体が一堂に会し、小学生とその保護者に対して、自社の取組・製品・サービス等に関連した学習・体験プロ

グラムを提供し、夏休みの宿題・自由研究に活用してもらうもの。

※食品中の放射性物質をテーマとして実施

■ 夏休み2018 宿題・自由研究大作戦

会場 東京（3日） 大阪（2日） 仙台（２日） 合計（7日）

ミニセミナー 362 238 245 845

ワークショップ 672 477 225 1,374

ステージ※

（意見交換会）
87 87 113 287

総来場者 1,121 802 583 2,506

8



多様な主体との連携
（食品安全に関するリスクコミュニケーション開催への支援）

○ 平成30年度の自治体、団体、事業者への協力・支援内容

当庁との共催の場合 団体主催の場合

講 師
講師への旅費及び諸謝金を、当庁の
内規に従い一部又は全部負担
（当庁の職員の派遣も可能）

外部講師紹介
（当庁職員の派遣も可能）

会場借料 一部（又は全部）の負担が可能 －

その他
「意見交換会開催に係る運営マニュ
アル等の提供」
「食品と放射能Ｑ＆Ａ」「同ミニ」
「健康食品Ｑ＆Ａ」等の配布

「意見交換会開催に係る運営マニュ
アル等の提供」
「食品と放射能Q&A」「同ミニ」「健康
食品Ｑ＆Ａ」の提供等
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